
















































（ 宛 先 ）

〒100－8916 東京都千代田区霞が関１－２－２
電話 03（5253）1111 （内線4287）

03（3595）2423 （18時以降）
FAX 03－3595－2432 （残留農薬等基準審査室ＦＡＸ）

平成 年 12月 13日

平成28年12月27日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬･動物用医薬品部会

現 職

氏 名

厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部
基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

⑥食品中のデルタメトリン及びトラロメトリンの残留基準の設定について

⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

寄付金・契約金等受取（割当て）額等回答表

以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

⑩食品中のペグボビグラスチムの残留基準の設定について

⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

①食品中のイミダクロプリドの残留基準の設定について

②食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

⑧食品中のトリプトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
スタンプ

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
スタンプ

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト



（別紙）

企業名（申請企業等）： バイエルクロップサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： デュポン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： BASFジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

①食品中のイミダクロプリドの残留基準の設定について

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

②食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔



④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： アリスタライフサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： アダマ・ジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑥食品中のデルタメトリン及びトラロメトリンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： バイエルクロップサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔



⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： 日本イーライリリー株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（競合企業）： アリスタヘルスアンドニュートリションサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑧食品中のトリプトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： 日本イーライリリー株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔



企業名（競合企業）： あすかアニマルヘルス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（競合企業）： 日本全薬工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（競合企業）： 共立製薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔



⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： シンジェンタジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑩食品中のペグボビグラスチムの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： 日本イーライリリー株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成２６年度 □ ５０万円以下

□ 平成２７年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 平成２８年度 □ ５００万円超

【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（ ）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔

k-saito
タイプライターテキスト
✔















厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部
基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4287)
03(3595)2423(18時以降)

03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FAX)

平成2P年 ′“2_月 ′ 日

平成28年 12月 27日 薬事・食品衛生審議会食

(宛 先 )

■
‐100-8916

電話

FAX

以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取 (

答する。

①食品中のイミダクロプリドの残留基準の設定について

②食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

⑥食品中のデルタメトリン及びトラロメトリンの残留基準の設定について

⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

③食品中のトリプトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

⑩食品中のペグボビグラスチムの残留基準の設定について

現 職 た ノ

氏名  イた  吝多_   ,者

会農薬・動物用医薬品部会
1当て)額等について、別紙のとおり回

寄付金・契約金等受取(割 当て)額等回答表



(別紙)

①食品中のイミダクロプリドの残留基準の設定について

企菫室【_皇壼企菫豊主 _____4望
=型

22里」ど塑
=I二

塑 」塗豊鐘L_

□

□

□

□

寄附金 (奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料  □ 原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取 (割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度

□ 平成27年度

● 申請

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

再 受繭 有無:□覇 り
~藤

無し

当該年度における受取額
□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

円超

有

有の有無該 当

し

し

無
／無

´
　

／
　
１

ｂ
］
回

②食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

企圭盤■證鮭豊2二___ニュz豊塑日こ会」L_____________________________二
● 寄付金・契約金等の受取 (割 当て)額                      → 受取の有無 :□  有り

|

|

□

□

□

山/無し

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

れ
〕
熙

●

●

ｒ
‐
‐
‐
」

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 該当の有無 :□ 有り

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

企業璽旦塾螢豊 L_____旦量2ビ塑な蛤 土_______________________ `
●寄付金・契約金等の受取(割 当て)額                     → 受取の有無:□ 有り  咆/無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度              _ 当該年度における受取額

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

円超

有り

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

→ 該当の有無

有

有

平成26年度

平成27年度

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

し

し

無

無
「
―

―
―
‥
―
Ｉ
Ｊ

出
一由

□

□

□

□

□

□

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料  □ 原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

受取額の内訳】

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬
講演料  □ 原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

【受取額の内訳】

□

□

□

□

【受取額の内訳】



④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

企趣 製 壼 奎 墨 塾 ____型型 2に 望工昼 撻 蛤江 _________________,/
● 寄付金・契約金等の受取 (割 当て)額                     → 受取の有無 :□ 有り  [ン 無し

受取

□

□

□

有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

平成26年度

平成27年度

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

有り  山/無し

有り  山/無し
● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

当

→ 該当の有無

□

□

| ]

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

企墓璽 菫壼企:菫豊:主二__z空 :ヱ.三:とI“墾
`生

1量:賂1当1上

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □ 原稿執筆料

□ その他(

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

内訳】

● 寄付金・契約金等の受取 (割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度

□ 平成27年度

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□  有り 由/:無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

有 り

→ 該当の有無:□ 有り

じ

し

|

無

無

「
―
―
―
―
―
―
コ

乱
］
血

⑥食品中のデルタメトリン及びトラロメ円ンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  どi∠[二」上12旦】二左 L」

=二
塁壺:亜」ヒ鐘i土

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料
□ その他 (

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

)

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度
□ 平成27年度

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無:□ 有り 山′/無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下

口 50万 円超～500万円以下

円超

有り υ 無し
出〆無し→ 該当の有無 :□ 有り

| |

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料
□ その他(

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

)



⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  _日盛∠=三型理二控土会土
● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度

□ 平成27年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名(競合企業):  z!芝]堕ヒ2」L互]コ:2杢ニュ
=L』

シヨ:4:左
=進
二LttZgl饉主会I社1

→ 受取の有無 :□  有り 山′/無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

有

有

□

□

無

無

有

有

の

の

当

当

該

該
↓

↓

由/無し
血/無し

]|

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中の円プトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  旦室∠=ユ色崖」医土会社

→ 受取の有無 :□ 有り 血/無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

有

有

●

●

ｒ

‐
‐
‐
」

→ 該当の有無 :□
→ 該当の有無:□

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

高
け
血

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度

● 与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無:□ 有り 山/無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

円超

→ 該当の有無

有

有

し

し

「
|

|

|

:

無

無

ピ
ル

「
‐
‐
Ｊ

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □ 原稿執筆料
□ その他(

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

)



企豊墨五饉 堂 L____あ
=取

L三コ坐全ヒと2螢試 鐘 ___________1/
● 寄付金‐契約金等の受取 (割 当て)額                      → 受取の有無 :□ 有り  [y・ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度
□ 平成27年度

● 密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

□ 500万円超

→ 該当
→ 該当の有無

由 無し

巴/無し

有

有

□

□

|

■

1

企業名 (競合企業 ): 旦 朴

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料

□ その他 (

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

)

受取

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成26年度
□ 平成27年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無:□ 有り  日´無し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万円以下

500

|

|

し

し

無

無
「
―
―
―
―
‥
―
―
コ

ビ
山

有

有

□

□

無

無の有

当

該 当

企業墨五食堡翌二_____去立製菫出社」盤ユ_____________________________
● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額                      → 受取の有無 :□ 有り 由/無し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万円以下

円超

→ 該当の有無

有

有

y無し
げ 無し

□

□

]

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料
□ その他(

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料
□ その他(

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

)



⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

三塑塾≦』圭堕≦墾三とL__二≧≧塑受=塑超強上___________________ ′/
●寄付金・契約金等の受取(割当て)額                     → 受取の有無:□ 有り  17無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成26年度

□ 平成27年度
□ 平成28年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

円超

□ 有り
→ 該当の有無:□ 有り

ど 無し
0/無し

| ]

⑩食品中のペグボビグラスチムの残留基準の設定について

企業名建屯誼企菫豊金l______旦2L色
==2」

〔里LL=」」ヒ豊会」趾L

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □ 原稿執筆料

□ その他 (

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度

□ 平成27年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無:□ 有り 山/無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□

□の有無

当

当

該

該
↓

↓

●

●

ｒ
‐
‐
‐
」

し

し

無

無

ぼ
】ｒ

．

有

有

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料  □ 原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

□

□

□


